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北 東 ア ジア （＝ 環 日本海）地域 に おける多国間安全保障対話構想

　　　　　　　　　　　韓 国金 泳三 政権期 を中心 と して

竹 　村 卓 （駿河台大学）

　1993年当時の報道に よれ ば金泳 三 政権発足 直後、

駐 凵韓国 （大韓民 国）大 使は い ち 早 く、1北東 ア

ジ ア 版 CSCE （全 ヨ ーロ ッ パ 安全 保障協 力会議 ）」

を提唱 し た 。 当時 Li本に お い て は 、宮澤 内閣 か ら

細川連立 内閣へ の 政 権交代期 に もあた り、韓国側

の 提案が 正 面 か ら政府 に よ っ て取 り 上げ ら れた形

跡が 認め ら れ な い 。 （細川 政 権時 に 韓 国政 府 の 提

案が 総理 大 臣 官邸に もた らされ て は い ない 事実 を

確認 。 ）

　朝鮮 （韓）半島を め ぐ る 北東ア ジ ア 地域 に お け

る 多国 間 安全保障対 話 の 枠組 み 創設 は 、全 斗煥政

権 に よ っ て 提唱 され、盧泰愚政権が本格的 に 追求

して い た経緯が存在する。

　一
方 日木 政府 （＝外務省）は、（東） ア ジ ア 地

域 に お け る全地 域 的 な 多国間安全保障対 話体制

（場 または フ ォ
ーラ ム ） の 11彡成 を 目指 し、すで に

少 な くとも 1990年 か ら米 岡ブ ッ シ ュ 政権とも頻繁

な意見交換 を 行 っ て い た。92年に は 日米両 政府共、

東 ア ジ ア 地 域 に お け る多国間安全保障対話 の 必要

性を認め る に 至 っ て い る。結局 ASEAN （東南ア

ジ ア 諸国連合）諸国の イニ シ ァ テ ィ ヴ に より、ARF

（ア セ ア ン 地域 フ ォ
ーラ ム）が 1994年 7月、東ア

ジ ア 地域に おける政府間公式の 安全保障対話の場

（＝ Track　 one ）と して 正式 発足 した 。 〔ARF に お

い て も韓国政府は、朝鮮半島を含む北東 ア ジ ア 地

域 の 多国間安全保障を主張 し、北朝鮮 ・朝 鮮民主

主義入 民共和 国 は2000年 11月 ARF に 正式 参加 し

た。）

　一
方 ARF 創設過程と ほ ぼ時期 を同 じ くして 、

今度は政府 に 近い 研究所を中心 とする、半民間安

全保障対話お よび信頼醸成 の 場 （＝Track　 Two ）

と して CSCAP （ア ジ ア 太平洋安全保障協力会議）

が 1994年 6 月正式に 発足 して お り、北朝鮮も同年

12月 に 正式参加 して い る。こ の 日本政府外務省に

よ一って 進 め ら れた CSCAP 構想は、金泳三 政権提

言 とは
一

見対立競合する観が あり、日韓ある い は

韓 日米間 の 鬩 ぎ合 い の存在を推測 させ る。

　本報告 は、金泳 1／1政権時に おける北東 ア ジ ア 地

域 に お ける多国間安全保障対 話構想に対する検討

を通 して 、到底 「軍人や 外交官政治家だけに任せ

て は お けな い 」 北東ア ジ ア ＝ 環 日本海地 域 の 多国

間全保障 の 可能性を検討 し、併せ て こ の 地 域 の 住

民 の 側か ら の 、多国間安全保障対話体制 ← Track

N ま た は Zero）構築 の 必 要性 とそ の 原理 と を探

ろ う とす るもの で ある。
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